
C
F
O
の
役
割

C
F
O
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た

す
役
職
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
こ
れ

ま
で
日
本
企
業
に
も
存
在
し
た
経
理
担
当
役
員
や
財

務
担
当
役
員
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
日
本
C
F
O
協
会
編
『
C
F
O
』
は
、
C
F
O

の
役
割
を
「
C
E
O
に
対
し
て
、
事
業
報
告
を
行
う

と
と
も
に
、
財
務
活
動
全
般
を
管
理
し
、
資
本
配
分

や
投
資
の
意
思
決
定
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う

存
在
で
あ
る
」
と
定
義
し
、
C
F
O
の
具
体
的
な
役

割
と
し
て
次
の
七
つ
を
挙
げ
て
い
る
。（
注
）

①
個
別
事
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
把
握

②
投
資
額
と
期
待
収
益
と
事
業
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の

適
切
な
見
直
し
（
投
資
予
算
の
確
定
）
…
事
業
間
の

資
金
配
分
（
選
択
と
集
中
）

③
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築

④
最
適
資
本
構
成
に
つ
い
て
、
企
業
戦
略
・
事
業
計

画
と
不
可
分
の
統
一
的
考
え
方
（
財
務
戦
略
）
の

構
築

⑤
資
金
調
達
と
そ
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
の
把
握

⑥
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⑦
投
資
家
（
株
主
・
社
債
権
者
）へ
の
発
信
・
説
明
役

こ
れ
ま
で
、
わ
が
国
で
は
、
経
理
は
過
去
の
事
業

活
動
の
成
果
を
財
務
諸
表
と
い
う
形
で
評
価
・
報
告

す
る
機
能
で
あ
り
、
財
務
は
事
業
に
必
要
と
さ
れ
る

資
金
の
調
達
と
余
裕
資
金
の
運
用
を
行
う
機
能
で
あ

る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
以
上
の

説
明
を
み
る
と
、
C
F
O
の
役
割
に
は
、
こ
れ
ら
の

機
能
に
加
え
て
、
投
資
決
定
と
事
業
間
の
資
源
配
分

（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
把
握
、
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
評
価
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
）
が
含
ま

れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
C
F
O
の

役
割
は
、
財
務
（
お
金
の
流
れ
）
と
い
う
観
点
か
ら

企
業
の
経
営
戦
略
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
あ

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
C
F
O
を
中
心
と
す
る
財
務
ス
タ
ッ
フ
を

養
成
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
が
必
要
と

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
C
F
O
の
機
能
の

ほ
と
ん
ど
は
ア
メ
リ
カ
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

（
M
B
A
コ
ー
ス
）
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
と
い
う
科
目
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
、

ア
メ
リ
カ
で
使
わ
れ
て
い
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
教
科
書
を
参
考
に
し
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
体
系
を
図
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
る
。
図
で
は
、
投
資
決
定
、
資
本
構
成
（
資
金

調
達
）、
配
当
政
策
が
企
業
の
財
務
的
意
思
決
定
の

三
つ
の
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
企
業
財
務
な
い
し
企

業
金
融
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
意
味
す

る
内
容
は
単
に
企
業
の
資
金
調
達
と
資
金
運
用
で
は

な
く
、
事
業
投
資
の
評
価
と
決
定
も
含
む
も
の
で
あ

り
、
そ
の
内
容
は
ま
さ
に
C
F
O
の
役
割
と
重
な
る

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
前
述
の
C
F
O
の
機
能
に
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
把
握
や
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築

な
ど
単
に
財
務
だ
け
で
な
く
経
営
戦
略
に
属
す
る
も

の
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
C
F
O

に
は
単
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
領
域
に
限
ら
ず
、
経
営
全
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般
の
知
識
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

筆
者
は
こ
の
意
味
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
（
M
B
A
コ
ー
ス
）
は
財
務
ス
タ
ッ
フ
に
限

ら
ず
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
人
事
な
ど
各
経
営
領
域
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
養
成
コ
ー
ス
と

し
て
、
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
M
B
A
は
通
常
二
年
間
の
コ
ー
ス
で

あ
り
、
一
年
目
は
ま
ず
学
生
は
必
修
科
目
を
学
ぶ
。

そ
の
内
容
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
若
干
異

な
る
が
、
大
体
「
ミ
ク
ロ
経
済
学
」「
マ
ク
ロ
経
済

学
」「
会
計
学
」「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）」「
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
数
量
分
析
」「
統
計
学
」「
ビ
ジ

ネ
ス
ポ
リ
シ
ー
（
経
営
戦
略
全
般
）」
と
い
っ
た
科

目
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
次
い
で
、
二
年
目
に
各

学
生
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ

た
自
分
の
専
攻
分
野
を
選
択
し
、
そ
の
分
野
の
科
目

を
中
心
に
履
修
す
る
こ
と
に
な
る
。

M
B
A
で
は
、
以
上
の
教
育
方
法
の
も
と
で
、
体

系
的
に
経
営
各
領
域
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
ま
た
知
識
を
効
率
的
に
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
を
専
門
的
に
学
ぼ
う
と
す
れ
ば
、
ま
ず
会
計

学
の
基
礎
知
識
が
必
要
で
あ
る
し
、
投
資
リ
ス
ク
の

分
析
の
際
に
は
統
計
学
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
が
、

事
前
に
そ
の
よ
う
な
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
た
う
え

で
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

最
近
、
わ
が
国
で
は
、
会
計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を

中
心
に
教
え
る
専
門
職
大
学
院
の
設
立
が
相
次
い
で

い
る
。
そ
れ
自
体
は
専
門
職
と
し
て
の
企
業
の
財
務

ス
タ
ッ
フ
や
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
、
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ

ャ
ー
な
ど
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
専
門
家
の
養
成
と
い
う
時

代
の
要
請
に
か
な
っ
た
動
き
で
あ
り
、
歓
迎
さ
れ
る

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
教
育
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
よ
く
み
る
と
、
経
営
戦
略
に
関
す
る
科
目
が
欠

け
て
い
た
り
、
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
筆
者
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

専
門
家
は
、
企
業
が
基
本
的
な
事
業
戦
略
や
競
争
戦

略
を
立
て
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
知
識
を
身
に
つ
け

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
点
が
改
善
さ

れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
機
関
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
教
育
が
充
実
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
注
）
行
天
豊
雄
・
田
原
沖
志
著
、
日
本
C
F
O
協
会
編
『
C
F
O

ー
最
高
財
務
責
任
者
が
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社
、
二
〇
〇
二
年
）
三
七
〜
三
八
ペ
ー
ジ
よ
り
。
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